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建設業法により 定金額以上 建設 事を請け負う場合 建設業 許可を受ける必要がある

建設業法に基づく建設業許可

建設業法により、一定金額以上の建設工事を請け負う場合、建設業の許可を受ける必要がある。

【建設業の許可が必要な請負金額】 建築一式工事：1,500万円以上【建設業 許可 必要な請負 額】 建築 式 事 , 円以
専 門 工 事： 500万円以上

＊「建築一式工事」とは、総合的な企画、指導及び調整のもとに建築物を建設する工事（補修等を含む）

「専門工事 とは 塗装 防水 内装仕上等の専門的な工事（補修等を含む） 26の専門工事がある「専門工事」とは、塗装、防水、内装仕上等の専門的な工事（補修等を含む）。26の専門工事がある。

⇒建設業許可を受けた建設業者

工事現場に 業種に対応した資格又は実務経験を有する技術者を配置しなければならない・工事現場に、業種に対応した資格又は実務経験を有する技術者を配置しなければならない。
（法第26条）

・注文者から請求があったときは、見積書を提示しなければならない。（法第20条）

リフォーム工事における状況は以下のとおり。

マンションの共用部分の改修：500万円を超える改修工事が多く、建設業許可が必要な場合が多い。

戸建て住宅のリフォーム工事：500万円未満の改修工事が多く、建設業許可は不要な場合が多い。
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リフォーム工事に関する消費者支援の施策

国土交通省では 計画段階から施工後までの各段階において 事業者情報を提供する事業者 の支援や 優良な国土交通省では、計画段階から施工後までの各段階において、事業者情報を提供する事業者への支援や、優良な
工事への補助、保険商品の充実等を図ってきたところ。これらに加えて、リフォーム事業者団体による自律的な業務の
適正化を支援することにより、消費者が安心してリフォーム工事を依頼できる市場環境の整備を図る。

①ハード

技術力や保証など具
実績・提案力・技術力
（対応施策）

相談・計画・契約段階 施工段階 施工後

技術力や保証など具
体的な内容を伴うもの。
・工事内容
・保証内容 等

（対応施策）

○事業者紹介サイトへの支援（実績情報の提供）

○省エネ性、耐震性向上等に対する支援（補助事業）

○新たなリフォームブランドの創出（長期優良化リフォーム）
アフターメンテナンス
（対応施策）

○電話相談 専門家相談

②ハード＋ソフト

見積やアフターケア
など 具体的内容と配

○電話相談・専門家相談

（支援センター）

○リフォーム瑕疵保険

○大規模修繕瑕疵保険

見積り・契約の透明性

工事中の検査・チェック
（対応施策）

○リフォーム瑕疵保険
など、具体的内容と配
慮的内容のあるもの。
・見積
・メンテナンス 等

見積り・契約の透明性
（対応施策）

○見積り相談

（支援センター）

○大規模修繕瑕疵保険

近隣への配慮
（対応施策）

③ソフト

挨拶や説明力など配

○事業者紹介サイトへの支援

（口コミ情報の提供）

事業者の接客力・説明の丁寧さ
（対応施策）挨拶や説明力など配

慮的内容。
・接客力
・丁寧さ 等

（対応施策）

○事業者紹介サイトへの支援（口コミ情報の提供）

○接客力のある新規参入（ホームセンター、家電量販店）の促進（イベント開催）
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中古住宅流通・リフォームに係る保険制度中古住宅流通・リフォームに係る保険制度 ～リフォーム瑕疵保険～～リフォーム瑕疵保険～

事 疵 す 険制度 険金 支払 対象 事を実施 すリフォーム工事の瑕疵に関する保険制度(保険金の支払い対象は、リフォーム工事を実施したす
べての部分。保険期間は構造部分・防水部分は5年間、その他の部分は1年間。保険加入は任意)

リフォーム事業者登録について

・ リフォームかし保険に加入する事業者は、保険法人への事業者登録が必要
・ 事業者登録された事業者は 保険法人が一般に公開・ 事業者登録された事業者は、保険法人が 般に公開

一般社団法人住宅瑕疵担保責任保険協会HPにおいて全保険法人に登録された事業者の
検索システムを運用 URL：http://search-kashihoken.jp/）

保険金額
300万円

保険金額
1000万円

【保険料】

設備
のみ

構造等
を含む

設備
のみ

構造等
を含む

3.5万～
4万程度

5万～
6万程度

5万～
6万程度

6.5万～
7.5万
程度

＜申込み実績＞17,594件（ H22.3.18～H25.11.30 ）
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中古住宅流通・リフォームに係る保険制度中古住宅流通・リフォームに係る保険制度 ～大規模修繕瑕疵保険～～大規模修繕瑕疵保険～

大規模修繕工事の瑕疵に関する保険制度(保険金の支払い対象は、大規模修繕工事を実施した部大規模修繕工事の瑕疵に関する保険制度(保険金の支払い対象は、大規模修繕工事を実施した部
分のうち、構造部分、防水部分、給排水管路、給排水設備・電気設備など。保険期間は5年間
（手すり等については2年間）。保険加入は任意)

大規模修繕工事事業者登録について

・ 大規模修繕工事かし保険に加入する事業者は、保険法人への事業者登録が必要
・ 事業者登録された事業者は、保険法人が一般に公開

【保険料】

大規模共同住宅
延床面積4,800㎡、8階建て

消費者
（発注者）

発注者
（管理組合等）

登録事業者
（大規模修繕工事業者）

工事請負契約

保険加入の依頼

延床面積4,800㎡、8階建て
（請負金額約5,500万円）

工事 内容 保険金額 保険料等

構造以外
円

３０万～

保険法人の
ホームペー
ジで検索

保険加入
手続き

保険金の
支払い

保険金の支払
（業者倒産時） 検査

（建築士）

構造以外
すべての工事

6000万円
３０万

４５万程度

設備のみ 6000万円
２０万～

３０万程度

登録事業者
（大規模修繕工事業者）

住宅瑕疵担保責任保険法人

＜申込み実績＞1,674棟（ H21.12.18 ～H25.11.30）
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支援センターのリフォームに関する相談体制

（公財）住宅リフォ ム 紛争処理支援センタ では ①「電話相談（住まいるダイヤル）」 ②リフォ ム（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センターでは、①「電話相談（住まいるダイヤル）」、②リフォーム
見積チェックサービス、③弁護士と建築士による専門家相談、の相談体制を整えている。

リフォームに関する疑問・心配・トラブル

①電話相談

②リフォーム見積チェックサービス
・電話による相談
・建築士の資格を持つ相談員

・リフォームの金額についての相談
・実際の図面、見積書のチェック

③専門家相談
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・弁護士、建築士による対面相談
・各都道府県にある弁護士会で実施



消費者

リフォーム無料見積チェックサービス

消費者
（例えば）
○「□△工事一式」とかよくわからない項目が多い
○悪質請求じゃないかしら

○○改修工事

１．○□工事一式 ¥○○○○

２．△×工事一式 ¥○○○○

３ 諸経費 ¥○○○○

電話相談

（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センター

３. 諸経費 ¥○○○○

４.特別割引 －¥○○○○
--------------------------------------------
総計 ¥○○○○

弁護士会
（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センター

（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センターにおいて、リフォーム事業
者から提示された見積についての電話での無料相談を受け付ける。

〈相談の流れ〉

専
門
家
相〈相談の流れ〉 ○○改修工事

１．○□工事一式
既存○○撤去
○○工事費
○○塗装
○○設備費
小 計

（１）見積の項目・形式についての相談
①不明瞭な項目（一式工事、特別割引など）がないか
②二重計上や不要な工事項目がないか 等

（２）見積金額lについての相談

モデル見積
書の送付

ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
て
い
る

相
談
へ

小 計
２．○○工事

既存○○撤去
○○設備費
小 計

3. 諸経費
総 計

（２）見積金額lについての相談
①一般的な相場に対しての極端に高額な請求ではないか等

チェックリス
トの送付

に
な
り
そ
う
な

場
合

（３）工事途中の追加費用についてのアドバイス
①見積や図面に記載の工事内容は希望と合っているか
②追加工事の費用負担について確認したか

追加費用チェックリスト

１．契約前に確認すべきこと
□ 希望の工事内容は明確か
□ 希望が伝わっているか
□ 現場を見た上での見積か
□ 見積内容を確認したか

トの送付 な
場
合
、
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□ 追加工事の確認
２，工事中に確認すべきこと
□ 追加工事の費用負担等



弁護士等による専門家相談弁護士等による専門家相談

消費者
（例えば）
○欠陥の補修について業者と揉めているので相談したい

が

専
門

電話相談

地元での専門家相談を紹介

○住宅に不具合があり欠陥ではないか、専門家に相談したい ときなど

(公財)住宅リフォーム・紛争処理支援センター

門
家
に
よ
る

個
別
相
談

地元での専門家相談を紹介

弁護士会（全国の５２単位会）

専門家相談の依頼

弁護士会（全国の５２単位会）

リフォームに関するトラブルについて、消費者が

弁護士や建築士と対面相談できる制度を各地の弁護士や建築士と対面相談できる制度を各地の

弁護士会で実施。

＜申込み実績＞ 1,849件（H22.4.1～ H25.11.30 ）
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木造住宅の生産過程や省エネ施工技術、維持管理・リフォーム技術等に関する幅広い知識・ノウハウを

平成25年度予算 ： 987百万円木造住宅施工能力向上・継承事業

木造住宅の生産過程や省 ネ施 技術、維持管理 リフォ ム技術等に関する幅広 知識 ウ ウを
有する人材を育成するため、木造住宅の施工に関する住宅生産事業者の能力の向上及び技術の継承
に対する支援を行う。

● 木造住宅供給の担い手● 木造住宅供給の担い手

在来工法住宅の約５割は中小の大工・工務店が供給。
木造住宅の省エネ施工技術講習

新築住宅の省エネ基準適合率を平成３２年までに１０
０％とすることを目指し、平成２４年度より、地域の木造住
宅生産を担う中小工務店の断熱施工技術の向上など、
地域における省エネ住宅の生産体制の整備・強化に対す

木造住宅の耐震診断・耐震改修に関する技術講習

地域における省エネ住宅の生産体制の整備 強化に対す
る支援に重点的に取り組んでいる。1～4戸

17.0％

5～9戸

10.5％

10～19戸

10.5％

20～49戸

13.6％

50～299戸

17.4％

300戸以上

26.3％

6.4％ 7.2％ 9.6％ 12.7％ 19.4％ 44.8％

在来工法

２×４

198千戸
（67％）

29千戸
（10％）

合計
296千戸
（100％）

51.6％

木造住 耐震診断 耐震改修 関す 技術講習

木造住宅の適切な構造設計法に関する技術講習

10.3
％

91.1％

37.0％ 17.4％ 15.0％ 16.6％ 13.7％

プレハブ

その他

62千戸
（21％）

7千戸
（2％）

注：年間受注戸数のシェアは、平成23年度の瑕疵担保履行法に基づく届出、住宅瑕疵担保責任保険の加入実績及び各社の公表資料等による（一部推計を含む）。

● 大工就業者の現状
大工就業者は４０万人で、２５年前と比べ約６割減。
高齢化率も上昇。

木造住宅のリフォーム技術講習
○部位別・難易度別に分類したリフォーム内容及び
営業力向上に関する講習

○性能向上リフォームの考え方に関する講習

木造住宅施工技術の実技指導及びこれと一体に
行う基礎講習

○性能向上リフォ ムの考え方に関する講習
○住宅の性能向上及び現場検査に関する講習

行う基礎講習

近年の大工就業者数の減少、高齢化率の上昇の状況
を踏まえ、平成15年度より、若手大工技能者の育成に対
する支援を実施している。
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長期優良化リフォーム推進事業

「長く使っていけるストックを壊さずにきちんと手入れして長く大切に使う社会」を構築するため、既存住

現状と課題 長期優良化リフォーム推進事業

長く使っていけるストックを壊さずにきちんと手入れして長く大切に使う社会」を構築するため、既存住
宅の長寿命化に資するリフォームの先進的な取り組みを支援し、既存住宅ストックの質の向上及び流
通促進に向けた市場環境の醸成を図る。

現状と課題 長期優良化リフォ ム推進事業

消費者の不安を解消するインスペクションや維持保全計画の作成の取り
組みを行うことを前提に、長寿命化に資するリフォームの先進的な取り組
みに対して支援を行う。

・耐震化されていない住宅：約1,000万戸

【既存住宅ストックの現状】

（H20）

・中古住宅の質に対する消費者の不安

支援 う。

※国が広く提案を公募し、学識経験者による評価を経て、先進的な取り組みを採択し支援

【補助率】１／３ 【限度額】100万円／戸 等

省エネルギー性

例）

・断熱措置がとられていない住宅：
約2,000万戸

（H20）

（H24）

・欧米と比べて低い中古住宅流通シェア
（日本：（日本：13.5%,13.5%,アメリカ：アメリカ：90.3%,90.3%,イギリス：イギリス：71.1%,71.1%,フランスフランス59.4%59.4%））

・資産価値は20年でほぼゼロ

・中古住宅の質に対する消費者の不安
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を開くことができないか、イメージが破損している可能性
があります ピ タを再起動 再度 イルを開

例）
外壁の断熱○インスペクションの実施

○性能の向上

・耐震性

・省エネルギー性

外壁の断熱材充填

耐震性

例）
軸組等の補強

イメー
ジを表
示でき
ませ
ん。メ
モリ不
足のた
めにイ
メージ
を開く
ことが
できな
いか、
イメー
ジが
破損
してい
る可
能性
があり
ます。
コン
ピュー
タを再
起

イメー
ジを表
示でき
ませ
ん。…

が破損
してい
る可能
性があ
ります。
コンピ

イメー
ジを表
示でき
ませ
ん。…

イメー
ジを表
示でき
ませ
ん。

イメー
ジを表
示でき
ませ
ん。メモ
リ不…

イメー
ジを表
示でき
ませ
ん。

イ
メ
ー
ジ
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。メ
モリ
不
足
の
た
め
に
イ
メ
ー
ジ
を
開
くこ
と
が
で
き
な
い
か
、イ
メ
ー
ジ
が
破
損
し
て
い
る
可
能
性
が
あり
ま
す
。コ
ン
ピュ
ー
タを
再
起

イ
メ

ジ
を
表
示
で
き
ま
せ

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損し
ている可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤…

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イ
メージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを
開いてください それでも赤い が表示される場合は イメ ジを削除して挿入

イ
メ

ジ
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。
メ
モ
リ
不
足
の
た
め
に
イ
メ

ジ
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
イ
メ

ジ
が
破

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イ
メージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを
開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入し
てください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イ
メージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを
開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入し
てください。

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメー
ジが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いて
ください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

イメージを表示で
きません。メモリ不
足のためにイメー
ジを開くことができ
ないか、イメージが
破損している可能
性があります。コン
ピュータを再起動
して再度ファイルを
開いてください。そ
れでも赤い x が表
示される場合は、
イメージを削除し
て挿入してくださ
い。

イメージを表
示できませ
ん。メモリ不
足のために
イメージを開
くことができ
ないか、イ
メージが破
損している
可能性があ
ります。コン
ピュータを再
起動して再
度ファイルを
開いてくださ
い。それでも
赤い x が表
示される場
合は、イメー
ジを削除し
て挿入してく
ださい。

て
い
る
可
能

があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開
いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イ
メージを削除して挿入してください。

劣化対策

例）
床下防湿 ・防蟻措置

省 ネルギ 性

・劣化対策

・維持管理・更新の容易性

等

○維持保全計画の作成

軸組等の補強

柱脚固定金物、

筋交いプレートの追加20年程度で建物
価値ゼロ（木造）

（価格）
現
在
の
評

効 果目標

○維持保全計画の作成
防湿コンクリート下の

防湿シート敷込

（経年）
評

価

2020年までに、中古住宅流通市場
やリフォーム市場の規模を倍増

（「日本再興戦略」・「中古住宅・リフォームトータルプラン」）

効 果

○住宅ストックの質の向上、長寿命化

○リフォーム市場の活性化と既存住宅の流通促進

目標
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住宅・建築物省エネ改修等推進事業

住宅・建築物ストックの省エネ改修等を促進するため 民間等が行う省エネ改修工事・バリアフリー改

平成２５年度予算： 環境・ストック活用推進事業 17,144百万円の内数

住宅・建築物ストックの省エネ改修等を促進するため、民間等が行う省エネ改修工事・バリアフリー改

修工事・耐震改修工事に対し、国が事業の実施に要する費用の一部を支援する。

【事業の要件】

以下の要件を満たす、住宅・建築物の改修工事

①躯体（壁・天井等）の省エネ改修を伴うものであること ＜支援対象のイメージ＞
○ 躯体の省エネ改修

②改修前と比較して10%以上（建築物は15%以上）の省エネ

効果が見込まれること

【補助対象費用】

○ 躯体の省エネ改修
・ 天井、外壁等（断熱）

・ 開口部（複層ガラス、二重サッシ等） 等

○ 高効率設備への改修
空調 換気 給湯 照明 等

【補助対象費用】
1) 省エネ改修工事に要する費用
2) エネルギー計測等に要する費用
3) バリアフリー改修工事に要する費用（省エネ改修工事と併せてバリ

アフリー改修工事を行う場合に限る ）

・ 空調、換気、給湯、照明 等

○ バリアフリー改修
・ 廊下等の拡幅、手すりの設置、段差の解消 等

○ 耐震改修リ 改修 事を行う場合 限 ）
4）耐震改修工事に要する費用（住宅について、省エネ改修工事と併

せて耐震改修工事を行う場合に限る）

【補助率・上限】
補助率

○ 耐震改修
・ 筋交いの設置 等

＜省エネ改修例＞

・補助率：1/3 （上記の改修を行う建築主等に対して、国が費用の1/3を支援）

※ 耐震改修は11.5%

・上限 （住宅の場合）

50万円／戸

内窓

天井・壁等の
断熱改修工事

窓の
断熱改修工事50万円／戸

※ バリアフリー改修又は耐震改修を行う場合にあっては、バリアフリー改修
又は 耐震改修を行う費用として25万円を加算 （ただし、バリアフリー改修
部分、 耐震改修部分はそれぞれ省エネ改修の額以下とする。）

断熱改修工事 断熱改修工事
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リフォーム事業者検索サイト整備の取り組み

○ リフォーム事業者が保有する許認可 資格者 登録している瑕疵担保責任保険法人名及び保険加○ リフォ ム事業者が保有する許認可、資格者、登録している瑕疵担保責任保険法人名及び保険加
入実績、消費者からの評価（口コミ）等、消費者保護の視点に立ったリフォーム事業者検索サイトの整
備を支援。

○ また、（一社）住宅瑕疵担保責任保険協会のホームページでは、リフォーム瑕疵保険や大規模修繕
瑕疵保険に加入できる事業者として各保険法人の登録を受けた事業者を検索することができるシステ
ムが整備されている。

【支援している事業者検索サイトの例】 【瑕疵担保保険協会の登録事業者検索サイト】【支援している事業者検索サイトの例】
「リフォーム評価ナビ」

【瑕疵担保保険協会の登録事業者検索サイト】

11



中古住宅の建物評価・担保評価についての検討体制（H25,H26年度）について

建物評価検討 【不動産業課 住宅政策課】理 H25建物評価検討 【不動産業課、住宅政策課】

【（あるべき）適切な建物評価を目指した検討】

理
論
・不
動
産

H25

●原価法の抜本的改善

・ 再調達原価の精緻化

期待耐用年数の導出

中古住宅に係る建物評価手法
の

改善のあり方検討委員会
報告

産
取
引
に
お
け ・ 期待耐用年数の導出 改善のあり方検討委員会け
る
実
務
の

成果を報告・反映 ディスカッションの場

観
点

中古住宅市場活性化ラウンドテーブル

リフォーム・担保価値検討 【住宅生産課】

地銀等とともに ●ＪＨＦ、民間金融機関、不動産事業者等によ
る中古住宅流通市場関係者にて実施。

金
融

H25
中古住宅市場活性化ラウンドテ ブル

【H25～】

「リフォームによる質の向上を金融機関
が行う担保評価に反映する為の評価方
法等」 必要に応じて

報告

る中古住宅流通市場関係者にて実施。

●年２回程度開催

●実務者レベルの作業部会を随時開催

●その他政策情報についても議論

融
実
務
の
観
点

を整備する取組を支援
報告

●その他政策情報についても議論点
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